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当社取締役会の実効性に関する評価結果の概要について 

 

当社は、取締役会の実効性を高め、企業価値を向上させることを目的として、その実効性に関す

る分析・評価を実施し、2025 年 4 月 22 日開催の取締役会において、実効性評価の結果確認を行

いました。つきましては、評価結果の概要をお知らせいたします。 

 

記 

 

１．取締役会評価の実施および公表の背景 

当社は、実効性あるコーポレート・ガバナンスを実現することを目指し、2021 年 11 月に「コ

ーポレートガバナンス基本方針」を定めました。基本方針第 19 条「取締役会の実効性評価」に

おいて、当社は取締役会の実効性を確保するべく、定期的に分析及び評価を実施し、その結果に

ついて適切に開示することとしています。 

 

２．分析・評価の方法 

対象者 取締役 8 名(うち社外取締役 3 名) 

監査役３名(うち社外監査役２名) 

対象期間 令和 6 年１月～令和 6 年 12 月開催の取締役会 

実施方法 対象者にアンケートを実施 

質問内容 大項目は以下の通り 

(１) 取締役会の規模と構成の状況 

(２) 取締役会の運営に関する質問 

(３) 取締役会の議題に関する質問 

(４) 取締役会の支援体制に関する質問 

評価方法 対象者の回答に基づき事務局にて集計を行い、集計結果は取締役会におい

て分析・評価を実施 

 



３．取締役会実効性に関する分析・評価結果の概要 

 

当社取締役会は、以下の評価より、その実効性は概ね確保されているものと判断いたしました。 

 取締役会は、事業内容や規模からみて、取締役 3 名、監査役２名の社外役員の構成バラン

スを含め、適切な体制になっている。 

 取締役会の開催頻度、所要時間、進行方法、審議時間等は概ね適切である。 

 取締役会の議題は、中期経営計画やリスクテイク等の議論がされており、概ね適切に選定

されている。 

 社外取締役・監査役に対する情報提供・支援について、適切な体制となっている。 

 

一方、以下の点については、改善すべき課題があることが確認されました。 

 取締役会に提出される資料には改善の余地があるものがある。 

 取締役会に上程される事項の事前の検討時間が十分確保できていないときがある。 

 サステナビリティの取組みについては改善されたものの、一層の議論が必要である。 

 社外役員のみの連携の機会が設けられているが、その頻度を増やす余地がある。 

 

４．今後の対応 

当社は、2025 年３月 28 日開催の第 66 回定時株主総会において、監査役会設置会社から監査

等委員会設置会社へ移行しております。今回の取締役会実効性についての評価は監査役会設置

会社体制ものでありますが、評価結果による課題を監査等委員会設置会社に置き換えて解釈し、

今後も取締役会の実効性を高めていくための取組みを継続的に行い、改善に努めてまいります。 

また、サステナビリティへの取り組みについても、サステナビリティ委員会の活動を軸に強化

してまいります。 

当社は取締役会の実効性評価を今後も定期的に実施することで、より充実したコーポレート・

ガバナンス体制の構築と中長期的な企業価値の向上を目指してまいります。 

 

以  上 


